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（小 山 ）　「工業酒類製造の確立 ミ是 1・：geふ輓法の吹正 に就て」原徳治氏 の 教な 乞 ふ 　　1229

「工 業酒類製造 の 確立 ミ 是に 件ふ 税法

の 改正 に 就 て」 原徳治氏 の 教を乞ふ

小 」亅ー 長 四 に良

　掲記標題の原氏の論文 に關 し 、 その愕 々 の論陣 に謝 して は何時 もなが ら敬意を表 した い 。 併 し一

讀再讀す るに及んで尠か らぬ 疑問の生ぜ ざるを得す 、 愚見を陳 じて教を乞ひteい と思 ふ 。

　租税論 か ら發足 して 現在の内國酒税及酒精含有 飮料税 に關する 問題は次の 3 黙に濃縮 で きる とい

（1）

ふ o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　（1）現在の課税法た る 造石 税は滓引減量夊は貯藏減量に も課税す る結果 とな るを以 て庫出税に改

む る の可否 。

　（2）課税 物件 k る酒類の分類法 は現 在の 方法 に して 不 公甼な る結某 を來 さざる か 。

　（3）酒專賣 を實行 する可否。

　（1）及 び（3）に就て は世上飫に論議に 上提せ られ つ つ あ る も 、 （2）は殆ん ど等 閑に附せ られて ゐ る

に近 い 。 原氏が此 の問題を綵上 けて 酒造業が現今陷沒 しつ つ ある苦惱 の原因及び それか らの救濟源

脱出策な りとして論ぜ らる るi讐眼には敬伏 せ ざるを得 ない 。 併 し氏の行論 、 餘 りに 自家 圭張を積極

的 に基麟 けん 働 候 鍬 こ過 ぎナ・ る憾 なしとせ す ・ 若 し氏が冷靜に月，em・e・．UIA 在の酒造技術 とそ

の經 濟性に解剖 刀を ドされ た な らば 、 あの や うに澤山 の被害者を醍 さす して 止んだであ らう。 筆 を

持 つ 人餘 りに筆法は や る時悉 く殺人 劔 と な る 。 警 愼すべ きで あ らうと思 ふ 。 以 下順次 愚見を述 べ て

辯 明の具 とす る 。

　　　　　　　　　 （1）

　原氏の第一聾 は酒造家よ覺醒せ よであ る が s そ 0）内に説か る る炭素使用量0）Super　Ultra　Mod ．

ern な例は ，若 しあ り として も極 度に 少數に して 嶢天 の星の 如きで あらう と考 へ らる る 。 近年 ス ポ

ー
ツ か 流行 し産業能率が提 唱せ られ τ か ら記 録破 りが衆人の喝釆 を擲す t め殊更 に記録破 りの數字

の み を提示 して 抛人の 注 目を吸 引せ ん とす る噸 向があ る D この反面 に こ れを 非難する の材 料 とせ ら

れ る 。 し か し是等 Super　 Ultraな る ものは
一
種0）特異現象で あ、り、 心理的に言 へ ば 刺戟作 用を一方

的 に昂揚 せ る Record 　Mania 　O）一種 の 心理的倒錯｝伏態 な 0）であ る 。 もとよ り新流行 とか新 傾 向 と

か は
一度は 極 端迄ゆ か す し て は 止 まぬ 。 而 して 自然的に 落付 く所黙に落付 くもの と思ふ 。 本年の醸

遁試驗所 の新酒調査 書に よ れば 、

一時は 何慮迄ゆ くか見 常の つ きかねた原料米精白競弔が大體 5 割

見當に李均 して きた とあ る黙か らして 炭素 問題 も過 不足 な き安 定性の 程度に終局的 に落着 する で あ

ら う。 極 大 と極 小 との
’ド均値では な く、互數的或 は 大數的zド均値な る もの は案外不凡且陳套な もの

で あ らうと考 へ らる 。 炭素使用量 まナこ 然 りでは な い だ らうか 。
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1230　　（小LII） 「工業酒類製造の確立 ミ是 1：ffふ税法の 吹正 1：就て」原徳治兵 の欷な乞 ふ

（2）

　原氏 は酒造家よ 自ら生 くる工夫 をなせ と叱呼せ られるが 、 後逋の 如き未曾有の農業恐慌裡に沈湎

して 全國大多數 の農村所 准酒造家 はあ らゆる知識を吸牧 し動員 して 自 ら生 くる k めの術策 とな しtこ

蛋 白溷濁や變 味返 品率の昂上 を耐 へ 忍んで まで 4 殺掛 を敢行 しナこ所以の ものは溺 る る者藁を も攜 ま

ん とする死鬪の 一象徴 でな くて何か 。 對 品評會策 また然 りで ある 。

　近 代産業文明の副産物は廣告術 の異常 な進歩發逹に指摘 で きる 。 慮僞 の廣告た る Propagandaに

封 し眞正 の 廣告tcる Pub】icityの祗會に及ぽ す影響 は b （1）商品信用の創 造扶殖（2）非商品の 商品化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）

（3）大生産の需要創造（4）生産品價格の低 下（5）文化普及の 助長（6）商晶徑路の變更で ある 。 特 に最初

の 3項 は決 して閑過 し得ない廣告の性能で ある 。 此 の場合引合に 出すは恐縮で あるが 、 許 して頂 く

と して大倉氏の酩酒月桂冠を例 とす る 。 灘に一簿を輸 する伏 見に あつ て 此 く迄進展 し全國津 々 浦 々

農夫で も漁夫で も將叉樵夫の唇遘迄上 るに至つ たの は、けだ し廣告術の 玄妙を驪使 した か らで あ ら

う。 しか し是等先覺 者は宣傳機關即廣告媒髑 と して 日刊大 新聞を主 と して利用 しナこ。 けだ し是等廣

告費は優に亘萬の額 に上 つ ずこ。 こは群小酒造家 の よくす る慮で はない
。 い か に お坊 ツ チ ヤ ン 酒造家

な りと雖 も算盤g桁 丈は知つ て ゐ るが、彼等の 頭腦には廣告 の い か に偉 力ある もの な りや 深酷に刻

印せ られ たの で あつ tこ。 此 の 酩記 せ られ t 印象を具體化す ぺ く促進劑 とい ふ か觸媒 とい ふ か有力 な

る機 關をお坊 ツ チ ヤ ン は發見 しfこ 。 これ即ち廣告媒體 と して の 品評 會の 意義で ある 。 廣島 、 熊 本、

輻岡等の西 口本酒が而 して秋 田 、 新潟等の東北 日本酒が天 下 に紹介せ られ且進出 し來 tcのは 、 何 れ

も全國晶評會を徑路 としナこ。 換言すれ ば全國品評會が廣告媒髓 とな りて 、 世 に Cryer の役 目をつ と

めて くれ t か らで あ る Q 廣告戰 、 宣傳戰に お い て何が最緊切 か と言へ ば 、 宣傳機關即廣 告媒體の良

非撰 擇如何 に か か つ て ゐる 。 若 し媒罷に して 如何がわ しい者 な ら世 間大 衆は眉唾物 な りと考 へ る 。

しか し日本醸造協會の 如 き或 は 各支部の郊き堂 々 た る機關が その媒nVtcる時 これ以上 の豪華 と信用

の お け る もの は世 に皆無 であ る 。 で、酒界の 花形連の 進出を見且．廣告力 の 偉大性 を印象づ け られ て

ゐナこ際 であ り且 日刊大新 聞に廣 告す る の 亘費の 萬分の一に も足 らぬ費用で進出の機會に惠まれ る敬

各酒造家は 自ら進ん で品 評會酒醸造 へ と邁進 したの で あ る 。 同 時に 此 の 傾向を助長す る もの として

經濟不 況の ナこめ敗路杜經且狹隘化せ る農村地帶 よ り、 ボ イ ラー と鐵 槌の 音噴 しき都會 へ の進 出の希

望 ． 同時に酒造學術の進 歩 と普及化 、生産装備の改良（竪式精米機 、 タ ン ク 、簡易冷藏等 々 ）、指導機

關の 整備 と有能化が陰に 陽に 合流助 成 して これ を可能な らしめt もの と思 ふ 。 酒造技術の進歩 且普

及化な く して は 、い か に 自家商品の 信 用の創造 、 商品 としての進 出 且生産額檜 加等の 媒介原 因 とな

る と考 へ て も品評會酒醸造に は大方の業者は 自ら乘出すの勇斷心はなか つ た もの と考 へ る。

　原氏 は お 坊 ツ チ ヤ ン 酒造家 と嘲笑輕 悔せ られ るが 、彼等 こ そ近代經濟戰 とそ の武器に 啓蒙せ られ

自らの 生存維持の t め あ らゆ る知識 、動機を吸牧 し利用 し最小 の費用 を以 て最大 の効果 を獲 得せ ん

もの と苦鬪 しつ つ ある近代的經濟人 で あ る事 を力論 した い 。 原氏 は 「總 て指 導的立場 に あ る學者技
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（小山） 「工業酒類製造の確立 ミ是に俘ふ税譲の 吹花 に就て」原徳泊鵄 の孰か乞 ふ 　　
11231

術家が經濟を沒却 して 自らの名醗 を博せんが ためお坊 チ ヤ ン 酒造家を煽つ たナこ めで ある」 と大 聾叱

呼せ られ るが 、 お 坊 チ ヤ ン 酒造家 こそ近代人的感鋩を以て 自家進出の機を覗つ て ゐ る もので あ り、

却て氏 の言 こそ近代商業戰線に 活躍する 者の 心理に徹せ ざ る＃ めの 論では ある まい か 。

　誤解を避け るた め
一言 した い こ とは 、 品評會を以 て 宣傳機關 と利 用す る ことの態度の可否 、 或 は

品評會の 趣 旨は本來斯樣 な もの に非 らす として反撃 せ られ るか も知れぬ 。 しか し余は品評會の 歴史

的祉會的見地か ら即ち結果 とい ふ か効果 とい ふ かその評論 であ るこ とを断つ て お きたい 。 肚會的に

．活動す る機關（Organisation）は その生長の過程に お い て その誕生の 本來の使命趣 旨か ら逸脱 し種々

の副作用副産物を肚會的 に發生 せ しめ る もの であゐ 。 その 善悪論を なすのでは ない 。 余は單に 品評

會 と酒造家の動向を結果論的に Review しナ　 1： 止 まる 。

（3）

　次 に圭 問題ナこ る課税物件 t る酒類の 分類法は現在の方法 に して不公
Zドな結果 を來 さざるか 否 か で

あ る 。

　余 は「古い税は 良税な り」との諡を必 らす しも信棒すゐ もので はな い が 、 耳氏の圭張せ らる る如 く

「酒税 、 酒精及酒精含有 飮料税 、 麥酒税を統制合一
單
一化 して 致 醉飮料税に改訂する 」に は賛成す る

こ とはで きぬ 。 その第一の 理 由は、現 左の酒造業の 苦腦窮迫は原 氏の指 摘せ らるるが如 き酒造家の

お坊 ツ チ ヤ ン 化 に端を發す る もの で はな い 、 叉燒醜麥酒が清酒の領域を而 して新 日本酒が清酒の地

位を奪 つ ナニ テニめで もな い （外 形的に見 れば前記 飮料が清酒 の領域 を蠶食 しつ N あるが）。 余は 曾て 設

明 し蜘 晶税が他の獺 の嚇 に，騾 どして餘 塙 軒 ある働 で ある 承 1廼 鰊 の數 が脚

に 數多 くして酒税の轉稼が不可能で ある とい ふ 内外の 二 大原因に よ る た め と思 ふの であ る。，次に此

の黙 を説明 して みた い 。

　酒造免許税を慶 して
一般 の營叢税法 によ らしめ以 て國庫の財源を補 はん としtc明 治29年の酒税法

改正の精神は 、 「産額の多 くして 而か も人生の必需品にあ らざる酒類」の税 を して行政者の政策に鱇

じて お よそ緊急 な る税收入の必要なる時は常に酒税の課税率を引上 げ しめ得 るにあつ tこQ か くして

酒造業は又實際數次の壇税 に も耐へ て きたの で あつ た。 こは他 面酒類が人生の必需 品で ある こ とを

證明する と共に 、 日本資本 主義生産制の發達 に伸つ ナこ イ ン フ tzエ ー シ ヨ ン 即物價謄貴が これを許 し

て ゐたか らであ る。 したがつ て 物價 が縢貴せす叉 は却て低 落する場合酒税 は員捲 し得ない 重荷 とな

つ て 淌費者に夊は酒造業者 に押被つ て くる。 さて大 正 15年 3 月法律 第 14號に よ る石 當40圓 とい ふ 酒

秕」曾徴以 來 日本産業界は 如何相成つ たか 。

　1929年即昭和 4 年秋 に始つ た米國恐慌を ト ツ プ と して世界各國を席捲 した經濟恐慌は その深 さ と

範園の大 なる と且長年月に亘る黙におい て古今禾 曾有 であつ k 。 まつ米國に っ い て若干の基礎的數

字 をあけて 見 る と聯邦準備局 調の 工 礦生産指數は 1929年σP：，F均 119（1923〜 25年李均を 100とす る）か

ら1932年の準均は64に落ちtこ。 即 ち約孚減 した 。 まれ米國商務 省の調査に よる と、 國民所得總額は
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Iz32　　（小 山）　「工 業酒類製逡 の確立 t 是に拌 ふ 税法 の 改正 に就て」原徳泊氏 の教な乞 ふ

1929年の 823億弗か ら1933年に は468億弗に減つ t 之亦掌 減に近 い 。 而 して これは 俸給及賃隈が 527

億弗か ら凶 3億弗 へ
、 其他の所得 （配當金 、利息 、賃貸料の計）が158億弗か ら96億弗 へ それぞれ減つ

た た めであつ ナこ。 更 に聯邦政府の所得税牧入を見 る と、之は 1929〜 30年の約24億 1千萬弗か ら1932
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cd）
〜 3年度には約 7億 5千萬弗 と實に 1／3以下 に減つ ナこ。 我國のをあけて 見 る 。 最近の を算 出提示 すべ

きであ るが 、 今手許にない の で概觀だけに止む る も、 昭和 4 年末 の金 解禁以後の我金融 産業兩界 を

襲ふ ナこ デ フ レ ー シ ヨ ン と物價暴落の影響は 未だ に薈入の記憶に 生 々 しい 程深刻で あつ た 。 こ れ ら重

壓に堪 へ か ねて 且同時 に昭和 6年 9月英國の金 本位鑑囃 脱を追ふ て同年12月我 國 も金韓娼再禁 止を

斷行 せ ざるを 得な くな りt る事eiAn更繰返す迄 もない。 英米兩國 と我 國の工 業生産指數 を擧けて み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （／3）
るな らば 、米國程極端 でない と して もいか に 産業界が苦惱 しt か判明する だ らう。 （昭和 3年を 100

とす）

　　　　　　　 年　　次　　　　　　　　口本　　　　　　　　米國　　　　　　　　英園

　 　 　 　 　 　 　 大 正 13 　 　 　 　 1QO．6 　 　 　 　 　 85．6 　 　 　 　 　 94．8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 豆4　　　　　　　　　　　 10α4　　　　　　　　　　　　93ン　　　　　　　　　　　　　ー

　 　　 　　 　　 貿召　和 　　1　　　　　　　　　　　　　 105．3　　　　　　　　　　　　　　97β　　　　　　　　　　　　　　　　一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 107。1 95，5 101．2

　 　　 　　 　　　 　　 3 106．4 1QO．O　 IOO．Q

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4　　　　　　　　　　　　　　107A　　　　　　　　　　　　　　107．2　　　　　　　　　　　　　　106．0

　 　　 　　 　　　 　　 5 94．1 86．5 9Z9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 87。4 73D　 88，8

　 　　 　　 　　　 　　 7　　　　　　　　　　　　 90。1　　　　　　　　　　　　 57．7　　　　　　　　　　　　 8B．4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8　　　　　　　　　　　　　　96．9　　　　　　　　　　　　　　68．5　　　　　　　　　　　　　　93．5

　 　　 　　 　　　 　　 9　　　　　　　　　　　　　103．2　　　　　　　　　　　　　64．9　　　　　　　　　　　　　102．2

　しか し工業生産指數の みで は充分でな い 。 鐵道貨物輸途額 、外國貿易額等參考 とす べ きだ が割愛

す る。 而 して我 國につ い て 言 へ ば 、 昭和 6年 9 月 18日柳條溝の鐡道爆破事件は満洲事燮の導化線 と

な り．上 海事變．國際聯盟睨退、自圭的軍擴 とな りて 軍需工 業景氣は 、 他 方低爲替に よる商品の對

外的 1［璢詑 な り工 業生 産指數の變態的上昇を現象するに至つ ナこ。 しか し此の上 昇は全 面的 ならす し

て 、 局 部的跛行的 な る 此 の黙大 い に割引 して考ふ る必要 か あ る。 fi−一一歩進ん で 考 ふ る ならば 、 1929

年以來の世界經濟恐慌は 、 ます農業の過 剩生産に始 り 、 農産品價格の 暴落に依 る農村購買力 の 激減

とな り 、 こ れ が工 業部面に反作用す る徑路   とつ て きた のであ る。 我國農業恐慌の直接原 因は 、 世

界恐慌 、 濱 口 内閤の金解禁 ・緊縮 ・合理化政策及び農産物過剰の三 つ に要約 で きる 。 昭和 7 年迄で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）

あ るが米及 び生絲の價格をあぴて み る。

　　　　　　　　　　　　　　　 農　産　物　價　格　調　査

　　　　　　　年　　次　　来（1月 中内地米上 中下 耶 均） 生 絲（横濱市揚 現物）　　 小 麥（茨城3等）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 円　　　　　　　　　　　　　　　 円　　　　　　　　　　　　　　 円

　 　　 　　 　　 大 正 14 　 　 　 　 39．21 　 ．　 　 　 205．30 　 　 　 　 1L30

　 　　 　　 　　 0召　和 　　1　　　　　　　　　　　　　　37．65　　　　　　　　　　　　　　　192。40　　　　　　　　　　　　　　　1α20

　 　　 　　 　　　 　　 2 34．10 14L30 ・ 7v50
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　　　　　　　　　 31．2Q

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4　　　　　　　　　 28 ，11

　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　　　　　　　　　 26．90

　 　 　 　 　 　 　 　 　 6　 　　 　 　　 　　 17β9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ　 　　　　 　　　 21 ．46
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）

次 に農林業純所得を あけ て み る o （單位千 圜）

年 　　次

大 正 　8

　 　 　 9

　 　 10

　 　 11

　 　 12

　 　 13

　 　 14

所 得 額

3，897，
7ア5

3，285 ，
109

2，940，801

2
，
852

，
BO7

2，887，
695

2
，
788

，
002

3
，
361

，
609

指數

100847573747286

131．lO135

．6011Z4070

．806zco

年 　　次

昭 和 　 1

　 　 　 2

　 　 　 3

　 　 　 4

　 　 　 5

　 　 　 6

所 得 額

2
，
828

，
196

2
，
588

，
4 互7

2
，
683

，
485

2β74
，
477

ユ，789，119

1．2QO．169

8．257

，457

．704

．805

．25

指數

736669664631

　以 上 の數字を見 る と我國農村悲 況の深刻 さが判明す る と同時に そ の 物價急奔落 と共 に農村講買 力

の掌 減下が判明す る 。 火 正 15年即酒税 40圓の現行率 に引上Vi・られ t 年次 と昭和 6年を比 較してみ る

時米價は 20。26圓の 減價で大正 15年をiO割 とすれば その 約 4 割 5分 、 生絲價は 121．60圓滅で 3 割 7分

に しか あた らぬ。 農林業純所得か らすれば指數73對31で牟減以下 である 。 殊 に農村の圭要現金收 入

減の主因は絲價暴落であ る。 余の住 居縣た る群 馬縣 に お い て は酒價は生絲價 と同 歩調で縢落する と

父親 か ら數 へ られた もので あ るが 、 絲價が大正 15年に比 しわすか 3割 7分に しか當 らぬに至つ ては

農 村酒造業の悲慘事今更贅言を要 しないであ ら う。 さて 内閤統計調査局の家計調査 書 に よつ て嗜好

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cs）

品殊に酒煙 草の家計支出にお け る地位 並に封照的に諸他の經費 との比 傘を見 る。 昭和 6 年度の で あ

る らしい 。

　　　　　　　　　給料生活者家計收 入階級別 1 世帶 1箇月夲均實數支出内譯

實

數

比

例

世 帶 總 數

来麥費趣頷

住　宅　費

被　服　費

嗜好品總顴

内 煙草類

内 酒　類

米　麥　費

佳　宅　費

被 服　費

嗜妊品線額

内 酒　．類

内 煙草類

總 胸 紳瞞

1β75
円

‘3．7922

β417

、187

．701

！韭61

．9811

ρ91a37

置3．826

．19t

．59i

，17

911

ρ59

．416

．793

，100

．57

！．1320

．421Z3912

．555

．732

．091

，05

1121LO712479

．544

．｝31

．151

．0415

．9017

．9113

．705

．931

．491

．65

1oo圓
未　滿

25512

．2115

．701L725

．371

．241

．5214

，二818

．2313

．6玉

6241

，771

．44

120圓
未　滿

25412

．9019

，5714

．066

．61L341

．8412

．4918

．9613

．6！

6．401

，781

．30

140圓
未　滿

i6D圓
未　滿

290139422

．5！

16．777

．561

．352

．011

三，59　1

21713

．9824

．6118

．628

．461

．662

．2710

．53

1… ［18．53

亅3．956

．291

．671

．13

t4．026

．27L7S1

．25

i80圓
未　滿

15115

，6826

．422L349

．211

．672

．3210

．2617

．2913

．976

．031

．52LO9

200an

未 滿

13115

，1830

．9822

．7010

．051

βユ

2．389

，ユ518

，6713

．686

・061

・刷
1加 1

200 圓
以　上

！5616

．3535

．9Q27

β511

．9DL712

．578

．2618

．星513

．836

．021

．30

α86
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勞 働 者

總 額 、。圓未滿
1
，。騰

　 　 「

10Q圓
未 滿

120図
未　滿

140圓
未　滿

16D圓
未　滿

r一
180圓
未　滿

20Q 図
未 滿

一
200 圓
以　上

世 帶 總 数 3
，210191621968658398188 98 47 41

米麥費総顴 14β5 】36613 ．77144414 ．98 瓦5，92lZ2Q1 ブ4716 ．5119 ．65

實 住　宅　費 14427 ．4210 ．0412 ．7116 ．1618 ，4220 ．工223 ．4125 ．192 乳68

被 恨 　費 1L875 ．12z9910 ．29 ユλ 8015 ．3618212L2924342436

數 嗜好品總額 6，513 β84 ．896126 ．647 ，729 ，429 ．9210 ．61 歪2」56

内 煙草類 L27qg6LIO1 。301 ．23L291 ．651 ．76L55a18

内 酒 類 2」561 ．581 ．852 ．38a563 ．16
’
3973 β940L へ95

　 米 、麥 費

比 佳 ，宅 費

　 被 服 R

　 嗜好晶熄額

例 　内 酒 類

　　 内 煙草類

1625

．15．7812

．997

．122
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　 L39

24 ，1014

」39
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．011

β3

20 ．3514

β4
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．232
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數
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例

世 帶 縛 數 ｝67。
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，
905．31

　　　　 15
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．4014

．M7

，594331
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置
，
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　　ト
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滿
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　 　 　 4β8　　459 　　5．Ol　 3．57
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　，

180圓 200圓
未滿　未滿

　 　 　　 　 　 　 　0591

　最近の調査は 昭和 8 年 8月に行はれ t 。 これ を比較す る こ とに よつ て縱 の問題 として諸經費が如

軻に變更 した か比 較 し得 るので あ るが、本文を草す る に間に合 はす 、 ただ横の 問題 として 給料生活

者 、 勞働者及び農業者の支出に お ける 比 較と且諸他經費に對 す る夫 R の比 率を見て頂き度い 。 第一一

に氣附 く黙は 3者平均 しτ低放入の人程嗜好 品總額の 中酒類清費支出率が高 く且給 、 農、勞の うち

勞働者及び農業者の酒類淌費支出多額 に して反對に被 服費が低 k．・ こ とが發見 せ られ る。 殊 に農業者

38　 　 2 夏

255．84　135，23

　6．73　　6．44
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　0．86　　　置ρ1

23．53　23．29

16，7亅．1728
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　 1．94　 2．26

　 0．62　　0．72．
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に あつ ての 特異現象 は酒 と煙草へ の 支出の比 が前 2者が 2對 1以 上 で ある に 反 し 農業者は 3：1以 下

で あ る ことで ある Q 少 くとも嗜好 品費の 112は酒類 へ の支出費 Cあ る。 こは酒類がい か に農村 にお

け る必需的慰安 的嗜好 物で あ るか が判明す る 。 餘談に亘る が給料生活者の被服費支 出の多額な る は

余が昭和 6年頃 日 本醸協雑誌に「侈奢 と酒造 業」につ い て 論 じ近代 傾 向 として衣服 に發見 で きる Em −

ulation の 心理 を諡明 しナこが 、 こは飮酒へ の Counter　Attraction と考 へ ねば な ら ぬ
。

　要 す る に前逑の 如き農産物價の 暴落は逡に 第62議會 よ り敝農臨時議會 とな り、匡救豫算 内容は 土

木事業費 8億圓 、低利資金融逋 8億 圓、合計 16億園の放出を敢て して 險悪 なる時局 を匡敝せ ん とし

ナこ程 で あ る 。 此の如 き時局にあつ て唯
一の嗜好品ナこ る酒類 も農村人 口 の 口 か ら湛逃 くに 至つ ナこ こ と

は 勿論で あ る 。 農村物價は牟落 した 、 しか し酒視は その ま S の 40圓であ つ た 。 酒造業者は如何に

して酒税を減少 せ しめ る かが焦眉の 急務で あつ た 。 茲 に彼等は原料米 の安價を利 用 して多 量に原料

米を使月1す る濃厚酒醸出叉は 4段掛 けに よ つ て か兩 者何れか に よっ て の割 水敢行 、、か くして酒税 を

可 能的 に 低 減せ しめん としナこので ある。 こ れ酒造業 自 ら生 くる 工夫で な くて何で ある か 。 数字をあ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cg）
ける は恐縮 であ るが再 度許 して頂きた い 。

　　　　　　　　 東京卸賣物價指數 （大 正 2 ‘FJ 月＝10e、 伺れ も 1月の指數 ）

年　　次

大 正 14

昭 和　 1

　 　 　 2

　 　 　 3

　 　 　 4

　 　 　 5

　 　 　 6

　 　 　 7

總 ZF 均

228 ．2207

．6

玉8L5176

．7175

，0158

．6126

，4130

，1

穀物 ZF 均指數

　 204 ．2

　 18L6

　 16B．0

　 160．6

　 166．9

　 151．5

　 105．2

　 　 125．1

其他重じ料・晶ヱF均書旨數　　　　清酒（2等品1駄）

256 ．7233

．7218

．7215

，3198

．6197

．o

工62．1154

．2

92，5082

．5078

．0077

．5055

．0072

．50　 、

57．oo80

．OG

　以上 の數字の示 す如 く昭和元年を 100とすれば 昭和 6 年の物價指數總平均に お い て その 6割 、穀

抑
ZF 均指數は 5割 8 分に しか 當 らぬ 。 物 々 交換な らば立米 1斗を以 て月桂冠 1升詰 1木 、 繭 1貰 を

以 て並酒 1升 しか講 入 し得 られぬ とい ふ 時世になつ ナニの であ る 。 此の 如き低物價 と是に 作ふ てオ1欄

的 に櫓加 高、Lせ る酒視 との鋏状差 か ら苦惱せ る もの これ 酒造家 に外 な らなか つ テこ。 昭和 9 、 10年の

兩 年に亘 る米作の意外 な大 凶作は米價の局騰 とな り且本秋初頭以 來米闃秋 景氣の擁頭は生糸價格を

釣 あ け る の原因 とな り比較的農産物價は高上 しナこか に 見え農家收 入は増加 せ る や に見 える も、 こ

は表面上 の 事象に止 ま り内部は そ の 痛手極 め τ深刻 な る
一種の 過渡期を現 出 しつ N ある 。 酒造業 ま

ナこ然 ゆで 、 農産物勗騰は終局的には好條件 とな る も原料米價格 の騰貴は過渡的 な る受難期を現 斟 し

つ つ あ る 。

　我國のみな らす諸外 國に お い て も淌費税殊に酒税 はその重課の飽和黙に 逹 し寧ろ滅税の 必要あ る

を論 く人 さへ あ る。 余が曾て 引用 した英 國内務省衞 生局技師 VERMON 博士の 如き飮酒 閙題 の權威者

もその 1人で あ る。 東洋經濟新報はその 最近 號に おいて 増税方法の研究 を諸家に訊 したが 、 田川大
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1236　　（小山）　「工業酒類製造の確立 ミ是 1：件ふ 税法の 改正 に就て」原徳滯民の Utfte乞ふ

　 　 Cto＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ur）

古郎氏の 如 き禁酒論者 は酒税 1億圓増徴の 餘地 あ り等 と大 維束に言ふ が 、 以 下引用す る阿部勇氏 の

論は 傾聽 す る に 足 る何者か があ る だ ら う。 「我 が國に お い て も 日 銀 勞働統計は 再禁 止後勞働者の定額

賃銀は本 ∫F7 月迄 に 11％彊の低落を（昭和 6年不均碁準）、 實收賃銀で さ へ も約 1％の低 ドを示 し 、

すつ と減退の 傾向を見 せ て ゐ る の に 、 小賣物價指數は 既に 本年 9月に入 つ て は 14％の縢貴を告け て

ゐ る 。 卸賣物價は50％を越 える縢貴牽で あるか ら小賣物價は 向後な ほ激驪を續ける もの と見ね ば な

ら巾。 こは就業者數の墳加 とい ふ 表面的景氣の反面に生 活水準の深刻な低 下 を意味す る。 かや うな

場 合滄費税 9豐 は嶝格逝狸占巫よ鑓 廼己ゼ趣 ぬ墾 処 結局生産物價楼の引．壁rを超坐し彳呈す・

”

費者は廉價な代用 品を購ひ租税は全面的に 淌費者に は轉稼 せ られ す ， 小生産者 と共 に 員擔す る こ

豊と並 、．生産は壓迫せ られ」 攵税麺も減遏す弖わ 吐であゐ 。 日本酒の 價格指數 は昭和 6 年 12月 10

日 を基準 として本年 9月末 には 115．27e示 して ゐ るが總指數が 150．8であるか ら實質的に は却つ て 24

％低位に あ るわけだ （三菱經濟研究 所指數 に よ る）。 かや うな場合には小造石 者は淌費者 よ りも伺悲

慘 な地位 に あるだ らう」。

　か く考 へ る場合 、
ピール や 高級酒 に 走 る都會の⊥暦者は と もか く b 申流以下の 階級が燒耐に新日

本酒に走る こ と宛 も紙の kfiく棒0）如 き人絹製品に走，るの理山は認 め られ る 。 これ ら經濟的原 因を考

究 せす して罪はお 坊 ツ チ ヤ ン 酒造經濟にあ りと責 めるは酷で あ らう。

　　　　　　　　　（4）

　以上設明せ る如 き外的原 因の 外 に酒造 業 自體に胎生す る弱黙か ら發生せ る原 因があ る 。 これ は酒

造業の み に止 まらす 、 所謂 中小商工 業者を一貫 して 共逋な る最大弱黙即 ち群小同業者多數に して 生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐの

産統制 、 價格統制た る カ ル テ ル 的獨占體 に這込み得 ない こ とに 求 め られ る 。

　　　　　　　　　　　　恐慌期に於 ける淌費税收 入の變化 （100萬圓）

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　昭和 3 年度決算　　　　昭和 7 年度決算　　　　　減退牽

　 　 　 　 　　 　 酒　　　　　　　　　税　　　　　　　　235 ．75　　　　　　　　　　　　　　177．40　　　　　　　　　　　　　25

　　　　　　　砂 糖　｝穹　費 税　　　　　　　　　83．22 　　　　　　　　　　　　　72．65　　　　　　　　　　　　　13

　　　　　　　織 物　淌　費 税　　　　　　　　　40．27 　　　　　　　　　　　　　29．15　　　　　　　　　　　　　28

　　　　　　　專 賣 局 盆 金 　 　 　177．2Q 　 　 　 　 177．9Q

　以上 の數字が示 す如 く 、 專賣局 盆金 の壇加及び砂糖淌費税の減少率の少 い こ とは顯著であ る 。「さ

うすれば茲 に興 味の ある現 象が見IHせ る 。 それ は 淌費貌收 入 は そ の 生産に獨 占の支配す る場合 には

恐慌期に お い て も減少が少 く、或 は却て檜 加す る。 こは何故1酉税や織 物淌餐視 に比 して 砂糖淌畳税
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （l：）

の 減少傘 が甚だ少い か とい ふ こ とを説明す る 1 モ メ ン トた るであ らう」。 同
一

酒税に お い て も著減 し

ナニる は清酒 に して if　Pt ル
、 燒酎税は増加 して ゐ るの で ある 。 即ち此 の裏面に は ピール 及 び燒酉撲 界

を支配 して ゐる翠 固な カ ル テ ル 組織を見透 さねばな らぬ 。 酒逍業の不 況の 内的圭因は郡小醸家多 く

して 右律 左住互 に角 逐 して舊態依然た るか らで ある。 四方氏や 岩井氏 の 申央倉總會に お ける宣言が

引 合 に掬 され る が 、 余は新式燒酎聯盟が現 在の強固な カ ル テ ル を作 つ て ゐ る 以上 は少 しの 増税に は
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恐怖 しな くともよ い と思ふ 。 再度繰返すや うだが 、 下級勞働者、
．
農民 に とつ て酒は砂糖以上 の必需

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14）

品 で ある こ とは前記 昭和 6年の 内閤統計局 の家計調査書が立 證 して ゐ る ところで あ る。 即ちよ り生

活 の 必需品 なる故獨占が支配す る場合淌費税の轉稼は可 能で あ り且收税額は減 じない 。 こ の こ とが

不 可能 とな る時は何時で あ る か と い へ ば 、收 人 と支出の 差を他 の よ り緊切で な い 必需 品の節減 （例

へ ば織物等） と尚不足 の時は貯金 を引 出 し獪 足 らぬ時 は借金す る 、尚窮迫 して節減不可能 とな り儀

金 の仕末 に困つ た時始 め て 現出す る の だ 。 これ等の 黙は何等か の機魯で 再論す るが 、結 満酒造業窮

乏の 眞因は恐慌期にお ける非 カ ル テ ル 的組織 にあ る こ とに 求め られ る 。 此の 黙 二於 い て ゼ ール 業燒

酎業の カ ル テ ル 組織は他山の 石であ らねば な らぬ
。

（5）

酒橈法が改正せ らる べ きか否か につ い て は 單純 な素入觀 しか持合せ な い 余は 、 原氏 の主張の論黙に

對 し彼 是批判し得 な い 。 そ れ 故そ の 當否 は別 として 原氏の 酒類の 分類法 は酒精度數 を樞軸 として總

て致 醉飮料 と見倣 しτ劃一單一化す る。 而 して清酒 にお いて は酒精度 とエ ＋ ス 度に それ ぞれ
一定税

卒を割賦 し 、 酒造業者 に は酒精混和で も何ん で して もそれ ぞれ 御好み次第の酒精度を調製せ しめ 得

る や うに する。 その理 由は酒造家は原 料酒供給者で あ り小 賣業者 は コ ク テ ール 式販賚者叉は酒精 含

有 飮料製造者で あ る現在の 蠻態性 を補正 し、他 面小賣業者の コ ク テ ール 式清酒 の方 が時代の嗜好 に

適 して ゐる實情か らだ とせ られ る 。 即 ち酒造業者の酒精含有飮料製造 屋化 、
コ ク テール 屋化だ 。 ま

つ 原氏案が徴税技術上 如何な る容易性 を齎 らすか夊に困難 さ を招來す る かは專 門家に
一

任する とし

て酉野 喜奥作氏 が 「古い税は良税 な りとい ふ 諺があ る が租税政策には現状 と傳統を或 る程度算重す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （［5）

る こ とが大 局の利害上必要であ る」 と言 つ て 居 られ る觀黙か ら原氏案 を檢討 してみ る 。

　清酒の 中 に酒精を混和す る こ とは 、 日本人の傳統叉 は清酒 へ の 口本人の信頼を傷害す るに 至 りは

しない か Q 日本人は割水 しな い 生粹の酒に對 し盲目的 な憧憬を有 つ て ゐ る らしい 。 割水 してあ つ て

も生酒で す と言ふ と非常 に珍重す る 。 然るに酒精を混和 し加 水で増 量す る こ と酒造家の 御好 み 勝手

だ となつ ナこ ら必 らすや 酒客蓮 は落憺し燧に は憤激す るか も知れ ぬ 。 而 して 皆新清酒 へ と走 る に至 る

で あ らラ。 か くして酒造家は高級品製造家以 外軒並 に破産だ 。 塞聞な る筆者は断言 できない が 、 こ

れ は 味淋のや うに作つ て水で倍に した とか 、酒精 と薬品 の調合です と種 明 しをや つ た ら新 清酒は如

何で ある か 。 叉現在の新清酒は そ の大部分が清酒に擬和せ られて 販賣せ られ る とい ふ が此 の 黙背酒

精を混和 しナこの が新清酒 に代 つ ナこに過 ぎぬ の では なか らうか 。 酒精滉和 時代 ｛よ恐 れ傑きつ N混和 し

たの が、新 浦酒 に なつ て か らどト公然 と安 心 して （但 し顧客に喝破せ られ る こ とか らで取締當局 に 對

して で は な い ）や れ るや うに なつ た の差で はなか らうか 。 寧ろ原氏案の 如き酒類の定義が劃一單一

化 され ナこ時 小費業者は現 在以上 コ ク テ ール 屋に酒精含有飮料製造屋 に躍進す る で あら う心配があ る

現 在に數 10倍 しナこ困亂が生 す る で あ ら う。 此 の黙は 余は保守主 義者 で あ りナこ い 。 少 く とも漬酒 へ の

傳統的愛著 と信頼だ けは酒客を して 失はざ らしめ且 幻滅感を感ぜ させ t くな い 。
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　寧ろ余は酒類 の分類法が再吟 味せ られ る に 羣るは學術の進ル技術 0）向上の結果醸造技術 が格段の

整 備を見た時液類の定義が その進歩發逹の桎梏 となつ ナニ時で ある と思ふ 。 即ち酒類の 分類法 の陣套

化 狹隘 1ヒの ナニ め驤造 工業 の進展を停止束縛す る に 至つ た時で あ る 。 現代が然 る や 否 や 別 と して 一例

をあ げる と黒 野博士 の 番酒醸造法 、申村博士 の 冷凍濃縮法の 如 き新法 を棚 酒 し物 とす る時で あ る 。

現行酒税法の定義す る清酒は 主 と して原 料 に よつ て 清酒を規定 してゐ るが 、 これ以外便法を設けて

醗酵方法 とい ふ か手段 とい ふ か此の方面 に驥 足を延 ば さ しむ るの で ある 。 ラ ィ X ・ビール 等此 の如

き例證 とな るか も知れ ぬ 。 ナこだ し斯 い ふ て も 、 製成 中に限つ て 査定後迄許容す るので はな い 。 原氏

案の細い 數字 、 宛然夢物語（U ヒopia ）的 數字 には言ふ 處は な い 。

　　　　　　　　　　（6）

　以．Lを以 て 原氏 の お 坊 ツ チ ヤ ン 酒造 家御叱 りの 言葉に對 し辯明 の讃 とす る。 要す るに酒造 業は そ

の缺陷を内在的に有 し瀏 荒無對策であつ tこ こ とが今 日窮乏 の因で あ る こ と「s 繰返 し逃 べ た い 。 最 後

に東洋經濟新報1瓧の經濟倶樂部 で三角梧楼氏が「酒牛専喪の 提唱」とい ふ 講演があ る 。 抄録は同紙 10

年 5月 11日號 に街講演バ ン フ レ ッ ト も刊行 され て ゐ る 。 此 の方が原氏案よ り酪投 に優 れて ゐ る 。 つ

い て讀 まれよ 。 妄評多謝 。 （10、
H 、21．誌）
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